
Ⅳ 成果と課題

１ 授業実践                       〇・・・成果  ●・・・課題

（１）意欲と実践力の工夫

 〇「いろいろな食べ物」の学習をすることにより，日頃から食べることに興味を持ち始める

ことができた。そのことが，好き嫌いをなくしていこうと考える思考へとつながったと考

えられる。

〇「噛むことの大切さ」を学ぶ授業では，ご飯を食べ，よく噛むと味が変わることを体験的

に学ぶことができた。

〇歯科衛生士さんの歯みがき指導で学習した，歯みがきの仕方を取り入れて，丁寧に歯みが

きをしようとする姿勢が出てきた。

〇がんばるカードを使って，習ったことを習慣にできるような取り組みにつなげることがで

きた。

〇歯のみがき方やみがく時間を学習したことできれいにみがく意識が高まり，歯みがきチェ

ック係を作ることになった。給食後に時間をかけてみがけていたかをクラスの問題として

帰りの会で報告し合うことで，歯をみがく習慣が定着していなかった児童も歯みがきがで

きるようになった。

〇流しの前にイラストつきで，「つの字みがき」の仕方を掲示することで，みがき残しをしな

いように意識を高めることができた。

〇保健委員会による歯ブラシチェックのおかげで，歯ブラシを定期的にかえる意識を持つこ

とができた。

〇学習後の頑張りカードは，児童の歯みがきや健康生活への関心を持たせるのには有効であ

った。

●学習した時は，積極的に生活に取り入れることができるが，その継続は難しい。

●よい気付きや取り組む姿勢を継続していくことは難しい面がある。

●ブラッシングやうがいの仕方について，細かくチェックする機会が少なかった。期間を決

めて，チェックし更に意識を高めていきたい。

●給食後，歯はみがいている様子は見られるが，日頃から永久歯がきちんとみがけているか，

チェックするのは難しい。

（２）意欲的・主体的な学習の工夫

〇実際，カナッペを作って食べるという見通しを持つことで，より意欲的に話し合いに参加

することができた。

〇歯みがきの仕方の学習を複数回繰り返しすることにより，かなり上達してきた。プラーク

が残っていないかを確かめる歯みがきの仕方にも興味を示し，積極的に取り入れることが

できた。

〇MIHARU くんを用いて口腔内を見せてもらうことで，実際に乳歯と永久歯の違いに触れ

ることができた。

〇全国小学生歯みがき大会への参加は，児童の一つの意識づけになった。

〇「いろいろな食べ物」の学習を通して，バランスよく食べることの大切さに気付き，給食

も好き嫌いをしないで食べようとする態度が身に付いてきた。

〇子どもたちにもりんごを食べてもらいながら，かむ歯やかむ量を自分に合わせて考えさせ

ることができた。

○付箋を使ってのグループ活動を行うことで，様々な考えをだすことができ，交流すること



ができた。

●時間が足りず，口腔内を見ることができた児童が限られた。

●日常の歯と口の健康づくりに主体的・意欲的に取り組めるような授業づくりをしていきた

い。

●意欲的に学習には取り組めたが，自分のこととして捉えにくい児童もいる。

（３）理解を深める工夫

〇実際にりんごをかんでいるところを見せ，食べている感想や見た目を話すのが，いつもの

様子を思い出すより簡単にできていた。

〇付箋を使ってのグループ活動を行うことで，様々な考えをだすことができ，交流すること

ができた。

〇ペア学習やグループ学習を取り入れることで，多くの意見や考えを知ったり聞いたりする

ことで考えが深まった。

〇永久歯を大切にする方法を考える授業で，実際に子どもたちに永久歯を大切にする方法を

考えさせることで，意識できるようになったと思う。

〇歯みがき指導以外にも，健康生活への目標もたてられ児童が自分のこととしてとらえるこ

とができた。

〇歯と同じカルシウムである卵の殻が溶けている様子を見てさわることで，むし歯は歯が溶

ける病気であることを教えることができた。

●話し合いに積極的に参加できる児童と，できにくい児童の差が大きい。

●授業後の指導ができていないときがあったので，「がんばりカード」などを実施し，成果を

目に見える形にしていきたい。

●ペア学習・話し合い活動などでは，意欲的に取り組めたが，個人ではまだまだ十分ではな

い。

●児童の意識は十分に高まっておらず，日常の歯みがき指導で手一杯な現状がある。

●頑張りカードがあるときには取り組めていても，カードの期間が過ぎると自分で続けてい

こうとする気持ちが薄れるので，工夫が必要だと持った。

（４）体験活動や専門的な知識を生かした G・Tの工夫
○歯と同じカルシウムである卵の殻が溶けている様子を見てさわることで，むし歯は歯が溶

ける病気であることを教えることができた。

〇歯科衛生士による，模型を使ったブラッシング指導で子ども達に分かりやすくブラッシン

グについて指導することができた。

〇専門家の歯科医・歯科衛生士の方の協力により，実物をみたり臭いをい嗅いだりすること

で自分のこととして感じることができ，学習に意欲的に取り組むことができた。

〇栄養教諭との食育の授業を通して，よくかむことで唾液をだし，それがよく味わうことや

むし歯を防ぐことにつながっていることを教え，よく噛むことを意識させることができた。

〇歯科衛生士との授業では，透明コップを使って歯ブラシをすすぐことで，口の中の歯垢の

落ち具合が確認でき，上手な歯みがきの仕方を学ぶことができた。

２ 日常生活 

（１）給食後の歯みがき指導について 

〇食後にほとんどの児童が歯をみがくことができており，歯みがきの習慣が身に付いてきて

いる。 



〇「つの字みがき」を意識させ，みがき残しのないようにできてきている。 

〇透明コップを使ってみがき残しのないようチェックしながらみがくことで，みがき残しを

しないようにする意欲が出てきた。 

〇学級での係を設定することで，みがく時間の確保ができた。 

●食べるのが遅い児童が，みがき忘れることがあった。 

●十分時間をかける児童もいるが，短時間で済ませようとする児童が数名いる。 

●「つの字みがき」や力の入れ具合等，学習したことの定着まではいかなかった。 

●みがき方の個人差が大きいので繰り返し，個別指導が必要である。 

●みがく時間に音楽をかけたり，タイマーをセットしたりする工夫が必要である。 

●授業やＰＴＡ活動で学ぶと意識は高まりその時には取り組めるが，継続しにくい。 

（２）毎学期１回の歯みがき強化月間について 

〇強化月間の時は学級全体で意欲的に取り組むことができ，どこをどうみがくか意識付け 

できてよかった。期間中はとてもよくみがけていた。 

〇掲示したり，声かけをすることで，歯をみがこうという意識が高まり，家の人にも様子を

見てもらうよい機会になった。 

〇同じ内容を数回繰り返すことで，歯みがきの習慣が定着してきている。 

●強化月間で身に付いた習慣が長続きしない児童もおり，普段の歯みがきにどうつなげてい

くかが課題である。 

●家で歯をみがいていなくても，特別子どもに声を掛けない家庭へのはたらき掛けをどうし

ていくか。 

（３）歯ブラシ点検の結果お知らせ・毛先が広がりやすい児童への個別指導について 

〇点検して歯ブラシの交換時期を知らせることは，児童だけでなく保護者への啓発にもなっ

た。 

〇毛先が広がったら歯ブラシを交換しなければいけないという意識が高まり，自分でも歯ブ

ラシを取り替える時期が分かるようになることで，適切な歯ブラシが使えることにつなが

った。 

●個別指導に抵抗がある児童にどのように指導するか。 

●児童に合った歯ブラシの選択をどのように指導していくか。  

●同じ児童がいつも指摘されるので，学校と家庭との連携が大切である。 

（４）６月・１１月の歯と口の健康カード（カミカミ回数調べ）について 

〇給食もよくかめる料理が出て，がんばり易かった。楽しく取り組むことができ，かむこと・

かむ回数を意識させるのに有効だった。 

〇自分のかむ回数について振り返り，ひとくち３０回かむというめあてを持って食事をする

意識ができてよかった。 

〇低学年は，ひとくちの回数を数えながら一生懸命食べ，カードに意欲的に記入していた。

〇６月と１１月に取り組んだが，どの学年も６月より１１月の方がかむ回数が増えた。

●低学年はかむ速さが遅いので，ひとくちの回数を数えながら食べると食べるスピードが遅

くなり，給食時間内に食べられない児童もいた。 

●低学年ではカードに色をぬることだけに終始しがちな児童もいた。 

 ●ひとくち３０回かむための具体的な方法や，かむ回数が少ない場合はひとくちの適正量を

知らせるなどの工夫をしっかり知らせることができればよかった。 



●ひとくちのかむ回数を調べることに加え，さらに自己評価できるような手立て，例えば「○

回以上かめれば名人」というような工夫が必要である。 

（５）その他 

〇丁寧な指導が計画的にできたのでよかった。今後も学校全体で歯と口の健康づくりに取り

組むことができればよい。 

〇点検カードを多数用いたが，児童や家庭の歯と口の健康づくりに対する意識高まってきて

いるので，少し点検カードを減らしてもよい。 

〇カミカミメニューは定期的に何回も取り入れるとよい。また，家庭科とも連携して「児童

が考えたカミカミ献立」を取り入れてもよいのではないか。 

〇歯と口の健康づくりを支える体づくりを視点に加えた指導を行うことも必要である。 

３ 家庭・地域・関係機関との連携        ○・・・成果 ●・・・課題

  〇親子歯みがきを呼びかけることにより，仕上げみがきの実施率がかなり上がった。

〇子ども達の歯の健康について，保護者の関心も高まり，家庭での声かけが増えてきている。

〇参観日で歯科衛生士によるブラッシング指導の授業をうけることで，むし歯の原因やブラ

ッシングの仕方，保護者による仕上げみがきの大切さについて知ることができた。

〇親子給食や栄養の親子学習を通して，保護者の体の健康や歯みがきへの意識が高まってき

た。

〇フリー参観日に歯によいおやつの学習をしたことで，家庭でのおやつについての意識が高

まった。

  〇がんばるカードを定期的に行い，その時に学習したことをめあてに反映しながら家庭でも

歯と口について取り組んでもらうことができた。

〇「家族とはみがきがんばるカード」を 6 月，11月，2月の年 3 回実施することで，家族で
はみがきについて意識することができた。

〇学級 PTA活動の場で多くの保護者の方と一緒に，児童の歯と口の健康について，現状や問
題点，取り組みなどを共有できたのは，有効であった。

〇学級 PTA活動の中で，歯科衛生士さんに歯のみがき方について教えていただき，保護者の
方にも正しいみがき方を知っていただくことができた。

〇学校での歯と口の健康づくりの様子を学級通信等で伝えることで，家庭での取り組みにつ

ながった。

〇全国小学生歯みがき大会に参加（５年生）し，事後活動等でも家庭と連携することができ

た。

  ●意識が高まった家庭とそうでない家庭との意識の違いの差が大きい。

●がんばるカードの項目ごとに丸が付くよう声かけをして下さる家庭が多く，達成率は高い

が，児童に任せたままの家庭との差が生じてしまったため，全ての家庭でお家の人と一緒

に取り組んでもらえるよう学級通信などでもっと呼びかける必要がある。

●「家族とはみがきがんばるカード」の実施については，家庭によって取り組みに差がある。

通信や参観授業を通して，歯みがきの大切さを伝えていきたい。

●もっと PTAを巻き込んで，保護者からの取り組みが続いていく必要がある。
●学級 PTA 活動での取り組み後は多くの声かけがあるが，その後の声かけが継続できなか
ったと言われる保護者もいた。



４ 児童・保護者のアンケートから（平成３０年度第１回学校保健委員会資料）









歯
は

・口
くち

・食生活
しょくせいかつ

アンケート（H29.11）
（  ）年（   ）番 なまえ（             ）

＊次
つぎ

の質問
しつもん

のあてはまる番号に○をしましょう。 

１ いつはみがきをしますか？ （いくつでも） 

① 朝
あさ

おきた時
とき

  ②朝
あさ

ごはんの後
あと

  ③昼
ひる

ごはんの後
あと

  ④夜
よる

ごはんの後
あと

  ⑤ねる前
まえ

⑥おやつの後
あと

２ かがみを見
み

ながらはみがきをしますか？ 

① はい   ②いいえ 

３ ３分
ぷん

いじょうはみがきをしますか？ 

① はい   ②いいえ 

４ むし歯
ば

があったら歯
は

医者
いし ゃ

さん（治療
ちりょう

）に行
い

きますか？ 

① すぐ行
い

く   ②何回
なんかい

もいわれたら行
い

く    ③行
い

かない  

５ 好
す

き嫌
きら

いせず何
なん

でも食
た

べますか？ 

① はい  ②いいえ 

６ 食
た

べものをよくかんで（ひとくち３０回
かい

くらい）食
た

べますか？ 

① はい  ②いいえ 

７ どのようなおやつを食
た

べますか？（いくつでも） 

① 食
た

べない  ②おかき  ③せんべい  ④くだもの（     ）  ⑤クッキー   

⑥ビスケット  ⑦かしパン  ⑧食
しょく

パン  ⑨おかずパン（あまくない） ⑩おにぎり   

⑪ふかしいも  ⑫チョコレート  ⑬チョコレート菓子
が し

  ⑭あめ   ⑮キャラメル（ハ 

イチュウもふくむ）  ⑯スナック菓子
が し

（ポテトチップ、カールなど） ⑰小魚
こざかな

⑱まめ、ナッツ類
るい

  ⑲ケーキ  ⑳カステラ   ジュース   炭酸
たんさん

の入
はい

ったジュース   

スポーツ飲料
いんりょう

ガム   プリン   ゼリー   グミ   アイス 

そのた（      ） 

８ おやつは時間
じか ん

を決
き

めて食
た

べていますか？ 

① おやつは食
た

べない  ②はい   ③いいえ 

９ おやつは一日
いちにち

何回
なんかい

食
た

べますか？ 

① おやつは食
た

べない   ②１回   ③２回   ④３回 

10 夜
よる

のはみがきの後
あと

に何
なに

か食
た

べたりのんだりすることはありますか？ 

  ①ある   ②ない 

11 歯
は

のけがをしたことがありますか？ 

① したことはない ②歯
は

を打
う

ったことがある ③歯
は

が折
お

れたことがある ④その他
た

（   ） 



歯
は

・口
くち

・食生活
しょくせいかつ

アンケート（H３０.６）
（  ）年（   ）番 なまえ（             ）

＊次
つぎ

の質問
しつもん

のあてはまる番号に○をしましょう。 

１ いつはみがきをしますか？ （いくつでも） 

① 朝
あさ

おきた時
とき

  ②朝
あさ

ごはんの後
あと

  ③昼
ひる

ごはんの後
あと

  ④夜
よる

ごはんの後
あと

  ⑤ねる前
まえ

⑥おやつの後
あと

２ かがみを見
み

ながらはみがきをしますか？ 

① はい   ②いいえ 

３ ３分
ぷん

いじょうはみがきをしますか？ 

① はい   ②いいえ 

４ むし歯
ば

があったら歯
は

医者
いし ゃ

さん（治療
ちりょう

）に行
い

きますか？ 

① すぐ行
い

く   ②何回
なんかい

もいわれたら行
い

く    ③行
い

かない  

５ 好
す

き嫌
きら

いせず何
なん

でも食
た

べますか？ 

① はい  ②いいえ 

６ 食
た

べものをよくかんで（ひとくち３０回
かい

くらい）食
た

べますか？ 

① はい  ②いいえ 

７おやつは時間
じか ん

を決
き

めて食
た

べていますか？ 

① おやつは食
た

べない  ②はい   ③いいえ 

８ おやつは一日
いちにち

何回
なんかい

食
た

べますか？ 

① おやつは食
た

べない   ②１回   ③２回   ④３回 

９ 夜
よる

のはみがきの後
あと

に何
なに

か食
た

べたりのんだりすることはありますか？ 

  ①ある   ②ない 

10 歯
は

のけがをしたことがありますか？ 

① したことはない ②歯
は

を打
う

ったことがある ③歯
は

が折
お

れたことがある ④その他
た

（   ） 



平成 29年 11月 27日
保護者殿

                                     江見小学校

第 2回歯と口と食生活のアンケート記入のお願い

  霜秋の候、保護者のみなさまには日頃より学校教育にご協力いただきありがとうございます。

  さて、本校では日本学校歯科医師会の平成２９年度・３０年度「生きる力をはぐくむ歯・口の健康

づくり推進事業」を受けて、「歯・口について」「食生活について」「歯のけがについて」把握するた

めに児童や保護者の方にアンケートをすることになりました。

  今後の児童のむし歯予防や歯と口の健康の推進に役立てたいと思いますので、ご協力をお願いい

たします。

  なお、児童につきましては３～６年年生は学校で回答します。１・２年生は本人で回答することが

難しいため、お手数をおかけしますが保護者の方で回答していただきたいと思います。兄弟がいる

場合、ご面倒ですが一人に一枚ずつお答えください。

11月 30日（木）締め切りとなっていますので、学校まで提出くださいますようお願いいた

します。



歯・口・食生活アンケート（保護者用）（Ｈ29.11）

お子様は（  年生）

＊兄弟がいる場合、ご面倒ですが一人に一枚ずつお答えください。

＊次の質問の当てはまる番号に○をつけてください。（複数可）

１ お子様にむし歯が見つかったらすぐに治したいですか？ 

  ① すぐ治療に連れて行く  ② すぐに治さなくてもよいと思っている   

③ 痛がるようなら連れて行く  ④ 歯医者に行く時間が取れない   

⑤ 乳歯はいずれ抜けるので放っておく  ⑥ 子どもが歯医者を怖がって行きたがらない 

２ 特に異常が無くても定期的に受診していますか？ 

  ① している  ② していない 

３ お子様の仕上げみがきをしていますか？ 

  ① している  ② していない 

４ ３で① と答えた方は、いつしていますか？ 

  ① 朝  ② 昼  ③ 夕食後  ④ ねる前 

５ お子様の口の中で気になることは何ですか？ 

  ① 歯ぐきの色  ② むし歯  ③ 歯並び  ④ 口の臭い  ⑤ 口を開けにくい 

  ⑥ 口が開いていることが多い  ⑦ 特にない 

６ お子様の食事で気をつけていることはありますか？ 

  ① ある（具体的に                              ） 

  ②  ない 

７ お子様のお菓子のことで気をつけていることはありますか？ 

  ① ある（具体的に                              ） 

  ②  ない 

８ お子様はごはんを食べるとき、食べ物をお茶や水で流し込みますか？ 

  ① よく流し込む  ② 食べ物によっては流し込んで食べる  ③ ほとんど流し込まない  

９ よくかんで食べるように声かけしていますか？ 

  ① はい  ② いいえ 

10 お子様は、食べているときにぺちゃぺちゃ音がしますか？  

  ① する  ② しない 

11 お子様は、顔や頭や歯のけがをしますか？ 

  ① よくする（どれか？：顔・頭・歯）  ② たまにする（どれか？：顔・頭・歯） 

 ③ しない



平成３０年６月１１日

保護者様

                                     江見小学校

第３回歯と口と食生活のアンケート記入のお願い

  入梅の候、保護者のみなさまには日頃より学校教育にご協力いただきありがとうございます。

  さて、本校では日本学校歯科医師会の平成２９年度・３０年度「生きる力をはぐくむ歯・口の健康

づくり推進事業」を受けて、「歯・口について」「食生活について」「歯のけがについて」把握するた

めに児童や保護者の方にアンケートをお願いしています。昨年度６月と１１月に実施し、今回が３

回目のアンケートとなります。大変お手数ですが、今後の児童のむし歯予防や歯と口の健康の推進

に役立てたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。

  なお、前回同様、児童につきましては３～６年年生は学校で回答します。１・２年生は本人で回答

することが難しいため、お手数をおかけしますが保護者の方で回答していただきたいと思います。

兄弟がいる場合、ご面倒ですが一人に一枚ずつお答えください。

  保護者アンケートにつきましては、６月１４日（木）締め切りとしています。よろしくお願いいた

します。



歯・口・食生活アンケート（保護者用）（Ｈ３０.６）

お子様は（  年生）

＊兄弟がいる場合、ご面倒ですが一人に一枚ずつお答えください。

＊次の質問の当てはまる番号に○をつけてください。（複数可）

１ お子様にむし歯が見つかったらすぐに治したいですか？ 

  ① すぐ治療に連れて行く  ② すぐに治さなくてもよいと思っている   

③ 痛がるようなら連れて行く  ④ 歯医者に行く時間が取れない   

⑤ 乳歯はいずれ抜けるので放っておく  ⑥ 子どもが歯医者を怖がって行きたがらない 

２ 特に異常が無くても定期的に受診していますか？ 

  ① している  ② していない 

３ お子様の仕上げみがきをしていますか？ 

  ① している  ② していない 

４ ３で① と答えた方は、いつしていますか？ 

  ① 朝  ② 昼  ③ 夕食後  ④ ねる前 

５ お子様の口の中で気になることは何ですか？ 

  ① 歯ぐきの色  ② むし歯  ③ 歯並び  ④ 口の臭い  ⑤ 口を開けにくい 

  ⑥ 口が開いていることが多い  ⑦ 特にない 

６ お子様の食事で気をつけていることはありますか？ 

  ① ある（具体的に                              ） 

  ②  ない 

７ お子様のお菓子のことで気をつけていることはありますか？ 

  ① ある（具体的に                              ） 

  ②  ない 

８ お子様はごはんを食べるとき、食べ物をお茶や水で流し込みますか？ 

  ① よく流し込む  ② 食べ物によっては流し込んで食べる  ③ ほとんど流し込まない  

９ よくかんで食べるように声かけしていますか？ 

  ① はい  ② いいえ 

10 お子様は、食べているときにぺちゃぺちゃ音がしますか？  

  ① する  ② しない 

11 お子様は、顔や頭や歯のけがをしますか？ 

  ① よくする（どれか？：顔・頭・歯）  ② たまにする（どれか？：顔・頭・歯） 

 ③ しない



地域推進委員会構成員氏名等（平成 29 年度）

【医師会・学校保健会関係者】

【地域及び行政関係者】

梅澤 とし子

大前 秀美

江見保育園

同上

園長

栄養士

近藤 有子 作東地域保健福祉課 保健師

【教育委員会関係者】

山本 圭司

平井 宏之

阿部 さやか

岡山県教育庁保健体育課

     同上

     同上

課長

副課長

健康教育班指導主事（主任）

大川 泰栄

小林 圭介

美作市教育委員会

同上

教育長

指導係長

【学校保健委員会会員】

金澤 晟

赤堀 純二

春名 理記子

小玉 奈緒

山本 幸典

北村 利果

久常 香織

江美 寛子

中橋 麻綾

黒石 弥生

遠竹 円香

学校医

学校歯科医

学校薬剤師

江見小学校ＰＴＡ

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

ＰＴＡ会長

ＰＴＡ保健体育部長

１年保健体育部員

２年保健体育部員

３年保健体育部員

４年保健体育部員

５年保健体育部員

６年保健体育部員

副委員長

【推進学校職員】

河野 雅彦

美若 利充

江見 和彦

難波 淳子

山下 肇

金島 慶和

宗森 彩香

真野 茂

福田 宏美

春名 静美

橋本 克史

赤木 恵子

佐倉 夕喜

矢代 顕子

本田 雪江

皆木 淳子

右手 きよ香

春名 由貴子

明石 みずほ

森本 飛鳥

森岩 峰子

妹脊 多郁子

片山 誠太郎

美作市立江見小学校

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

校長

教頭

指導教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭（保健主事）

教諭

教諭

講師

栄養教諭

養護教諭

事務副参事

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

教育支援員

教育支援員

学校支援員

学校司書

スクールカウンセラー

委員長

庶務担当

氏名 所属 役職 備考

黒住 正三

黒木 祐二

柴田 宏

岡山県歯科医師会

岡山県歯科医師会

岡山県歯科医師会

副会長

理事

公衆衛生部委員長

駿河 充城 岡山県勝英歯科医師会 会長

福井 祥二 岡山県学校保健会美作市・英田郡支部 支部長



地域推進委員会構成員氏名等（平成 30 年度）

【医師会・学校保健会関係者】

【地域及び行政関係者】

秋山 洋子

大前 秀美

江見保育園

同上

園長

栄養士

近藤 有子 作東地域保健福祉課 保健師

【教育委員会関係者】

山本 圭司

阿部 さやか

岡山県教育庁保健体育課

     同上

課長

健康教育班指導主事（主任）

大川 泰栄

小林 圭介

美作市教育委員会

同上

教育長

指導係長

【学校保健委員会会員】

金澤 晟

赤堀 純二

春名 理記子

西川 真

横山 伸也

家本 真理子

黒石 弥生

溝口 朋美

稲垣 千恵

黒石 知子

川岸 由紀

中橋 麻綾

安本 彩

寺尾 麻衣

江見 寿美

岡本 みどり

安本 恵美

北村 洋子

山本 淳子

久常 香織

土居 由布

大前 照菜

井上 昌子

小坂田 結香

学校医

学校歯科医

学校薬剤師

江見小学校ＰＴＡ

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上  

ＰＴＡ会長

ＰＴＡ保健体育部長

１年保健体育部員

２年保健体育部員

３年保健体育部員

４年保健体育部員

５年保健体育部員

６年保健体育部員
ＰＴＡ学年部長 

１年学年部員 

  同上 

２年学年部員 

  同上 

３年学年部員 

  同上 

４年学年部員 

  同上 

５年学年部員 

  同上 

６年学年部員 

  同上

副委員長

【推進学校職員】

河野 雅彦

溝口 健治

江見 和彦

宗森 彩香

山下 肇

石原 直人

難波 淳子

真野 茂

福田 宏美

藤本 由美子

橋本 克史

美作市立江見小学校

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

校長

教頭

指導教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭

教諭（保健主事）

教諭

教諭

委員長

庶務担当

氏名 所属 役職 備考

黒住 正三

黒木 祐二

柴田 宏

岡山県歯科医師会

岡山県歯科医師会

岡山県歯科医師会

副会長

理事

公衆衛生部委員長

駿河 充城 岡山県勝英歯科医師会 会長

岡本 祐二 岡山県学校保健会美作市・英田郡支部 支部長



春名 静美

田村 香代

矢代 顕子

本田 雪江

皆木 淳子

右手 きよ香

絹田 真悠

明石 みずほ

森本 飛鳥

児島 しのぶ

春名 瞳

山本 香織

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

講師

栄養教諭

養護教諭

事務副参事

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

教育支援員

教育支援員

学校支援員

学校司書

スクールカウンセラー



平成２９・３０年度「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業」地域推進委員会会則

第 1 条（名称）

  本会は、「生きる力をはぐくむ歯・口健康づくり地域推進委員会」と称する。

第 2 条（目的）

  一般社団法人日本学校歯科医会の委嘱を受け，生涯にわたる健康づくりのる源である生活習慣の形成

につながる歯・口の健康づくりについて研究・協議し，地域及び本県における学校歯科保健のさらなる

充実と子どもの生きる力の育成に寄与する。

第 3 条（事業内容）

  本会は，前条の目的を達成するために，推進学校における児童の歯・口の健康に関する調査研究に関

して研究・協議し，提言を行う。

第 4 条（組織）

  本会の委員は，次のとおりとする。

（１） 江見小学校学校保健委員会会員

 ・推進学校職員

 ・推進学校ＰＴＡ会長，ＰＴＡ保健体育委員，ＰＴＡ学年委員

 ・推進学校学校医，学校歯科医，学校薬剤師

（２） 地域との連携

 ・江見保育園園長

 ・地域保健福祉課 保健師

（３） 岡山県教育庁保健体育課関係者

（４） 美作市教育委員会関係者

（５） 岡山県歯科医師会関係者

（６） 岡山県歯科医師会勝英支部関係者

（７） 岡山県学校保健会美勝英支部関係者

（８） その他，委員長が必要と認める者

第 5 条（役職）

  １ 本会には，委員長，副委員長を 1 名置き，委員長は本校校長をもってこれに充て，副委員長は，

委員長が選任するものとする。

  ２ 委員長は，委員会を代表し，会務を総括する。

  ３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故のあるときは，その職務を代行する。

第 6 条（会議）

  １ 会議は，委員長が招集する。

２ 会議は，定例推進委員会と，臨時推進委員会とする。定例推進委員会の開催は，年 1 回とし，

臨時推進委員会は必要を生じたときに開催する。

第 7 条（任期）

  １ 委員の任期は，2 年とする。

  ２ 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

第 8 条（庶務）

  推進委員会の庶務は，推進学校において処理する。

附則  本会則は，平成 29 年 4 月 1 日より施行する。

◎ 平成 30 年 4 月 1 日一部変更



お わ り に

本校は，平成 29・30 年度日本学校歯科医会の委嘱を受け，「自ら課題を見つけ互いに関わり合

って，進んで健康づくりに取り組もうとする子の育成～歯・口の健康づくりを通して～」を研究

主題に，歯と口を中心に望ましい生活習慣を児童一人一人にきちんと身に付けさせる健康教育に

取り組んできました。

体験的な活動を取り入れたり，学校歯科医や歯科衛生士等の専門家に入っていただいたり，児

童が課題意識を持ち，主体的・意欲的に取り組めるよう授業づくりを工夫してきました。また，

学校での取組を PTA の活動や地域学校保健委員会などの活動を通して，保護者や地域に伝え，連

携を深めてきました。

成果として，児童の歯みがきの習慣が身に付いたり，家庭でのおやつについての意識が高まっ

たりするなど，歯と口を中心に生活習慣についての児童や保護者の意識が少しずつ変わってきま

した。

今後は，この２年間の成果と課題を検証し，生涯を通して健康で，活動的な生活を送ることが

できるよう，歯･口の健康づくりの一層の推進を図っていきたいと考えています。

最後になりましたが，学内外の多くの皆様方のご支援・ご指導をいただき，ありがとうござい

ました。お陰さまで，拙いながらも研究を進めることができました。今後ともご指導の程，よろ

しくお願いいたします。

研究同人

平成３０年度

河野 雅彦   溝口 健治   江見 和彦   宗森 彩香

山下  肇   石原 直人   難波 淳子   真野  茂

福田 宏美   藤本由美子   春名 静美   橋本 克史

田村 香代   矢代 顕子   本田 雪江   皆木 淳子

右手きよ香   絹田 真悠   明石みずほ   森本 飛鳥

児島しのぶ   春名  瞳   山本 香織

平成２９年度

美若 利充   金島 慶和   赤木 恵子   佐倉 夕喜

春名由貴子   森岩 峰子   妹脊多郁子   片山誠太郎





【はみがき標語】 
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